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第１章 計画の策定 

１．計画の概要 

（１）位置づけ 

 この計画は、「世田谷区子ども条例」の推進計画として策定します。また、子ども・子育

て支援法で定める事業計画、次世代育成支援対策行動計画を内包します。 

 同時に、区の上位計画である「世田谷区基本構想」「世田谷区基本計画」や、関連計画で

ある「世田谷区教育ビジョン」「健康せたがやプラン」等との連携・整合性を図っていきま

す。 

 

 

若者施策との関係 

 子ども条例では、１８歳未満のすべての人を「子ども」としています。一方、区では、

１２歳から３９歳までを若者と位置づけ、施策を進めています。 
若者施策は、子どもの頃から継続して取り組んでいくべきものや、早期の支援により問

題の深刻化を未然に防げるものなど、子ども期で展開する施策と密接に関わっています。 

このため、子ども計画策定にあたっては若者施策を見据えた検討を行うとともに、今後の

若者施策についてもお示しすることとしました。

世田谷区基本計画・実施計画 

世田谷区地域保健医療福祉総合計画 

世田谷区教育ビジョン 

健康せたがやプラン 
子ども・子育て支援事業計画 

世田谷区子ども条例推進計画 

子ども計画（第2期） 
関連計画 

計画の位置づけ 

連携・ 

整合性 

障害福祉計画／ 

ノーマライゼーションプラン 
次世代育成支援対策行動計画 

子ども・子育て支援事業計画 

０歳 ９歳 12歳 18歳 39歳 

子 ど も 計 画 

 

今後の若者施策の取り組み 
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（２）計画の期間 

計画期間は、「子ども計画（第２期）」は、平成２７年度から平成３６年度までの１０

年間、「子ども・子育て支援事業計画」は平成２７年年度から平成３１年度までの５年間

とします。 
なお、計画策定後の国の子ども・子育て施策の動向や、社会経済情勢の変化に合わせ、

必要な調整を図るものとします。 
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２．子ども計画後期計画の評価 
（１）子ども計画後期計画 指標の進捗評価 

次世代育成支援対策推進法で定められた全国共通指標と、区独自の指標に基づき、後

期計画の評価を行いました。 
 

① 全国共通の指標 

  ◇子育てに関して不安感や負担感を持つ保護者の割合 

『ニーズ調査アンケート』 
子育て楽しいと感じるか、辛いと感じる

か 
平成 20年 平成 25年 

就学前 就学後 就学前 就学後 
楽しいと感じることが多い 
どちらかというと楽しい 81.3% 76.2% 80.2% 75.1% 

同じぐらい 14.5% 16.8% 15.5% 19.1% 
辛いと感じることが多い 
どちらかというと辛い 2.9% 4.7% 3.3% 4.6% 

その他、わからない、無回答 1.3% 2.3% 0.9% 0.5% 
     

◇希望した時期に保育サービスを利用することができた利用者の割合 

 平成 21年４月 平成 26年４月 
認可保育所申込者数 ３,３７６ ５,３６３ 
保育サービス待機児童数 ６１３ １,１０９ 
待機児童数／申込者数 18.2% 20.7% 

 
◇子育てが地域の人に（もしくは、社会で）支えられていると感じる割合 

ⅰ 保育サービス等の充実 
『区民意識調査』 

子育てしやすい環境であると思う区民の割合（家族形成期＋家族成長前期） 
 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 
子育てしやすい環境 
どちらかといえば子育て

しやすい環境 
36.7% 35.9% 38.8% 34.1% 33.6% 

子育てしにくい 
どちらかといえば子育て

しにくい 
33.2% 33.2% 31.8% 35.4% 36.7% 

わからない又は、無回答 30.0% 30.9% 29.4% 30.5% 29.7% 
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 ⅱ 在宅子育て支援 

『区民意識調査』 
子育てしやすい環境であると思う区民の割合（家族形成期＋家族成長前期） 

 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 
子育てしやすい環境 
どちらかといえば子育て

しやすい環境 
25.9% 27.5% 27.9% 22.9% 22.1% 

子育てしにくい 
どちらかといえば子育て

しにくい 
27.6% 27.5% 24.7% 27.3% 26.9% 

わからない又は、無回答 46.3% 45.1% 47.5% 50.0% 51.0% 
 

  ◇仕事と生活の両立がはかられていると感じる割合 

『ニーズ調査アンケート（就学前）』 
 平成２０年 平成２５年 
母親の就労率 31.8% 45.6% 
母親の育児休業取得率 19.7% 32.0% 
父親の育児休業取得率 1.1% 3.9% 

 

 

平成２０年から２５年の５年間で、子育て中の女性の就労率が上昇し、保育入園申

込者数は約１.６倍、待機児童数も約２倍になるなど、子育て環境が大きく変化をしま
した。こういった状況を反映するように、子育てをしやすいと感じる層が微減し、子

育てをしにくいと感じる層が微増しています。一方、育児休業取得率は父母ともに上

昇し、父親の育児参加も含めた両立支援が推進されました。 
子育てに対する不安感はほぼ横ばいで、不安感や負担感を軽減する施策が充分行き

届いていないことが見てとれます。 
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② 区独自指標 

  ◇子ども自身が、自分が大切にされていると感じる割合 

 『小学生対象アンケート』、『中高生世代アンケート』 
自分自身が好きだと思うか 

 平成２５年 
小低学年 小高学年 中高生世代 

そう思う（すごくそう思う、まあそう思う） 54.0% 54.6% 39.6% 
そう思わない（あまりそう思わない、ほと

んどそう思わない） 14.9% 19.4% 22.6% 

無回答 3.0% 1.2% 1.4% 
他の人から好かれていると思うか 

 平成２５年 
小低学年 小高学年 中高生世代 

そう思う（すごくそう思う、まあそう思う） 41.5% 48.5% 43.1% 
そう思わない（あまりそう思わない、ほと

んどそう思わない） 22.3% 23.0% 14.8% 

無回答 5.1% 1.1% 1.2% 
 

 

 

 

 
  

 

自己肯定感や自尊感情に係る調査では、一般的に学年が上がるにつれ肯定的回答が

減り否定的な回答が増える傾向が見られますが、区の調査結果ではそのような傾向

は見られませんでした。今後も、すべての年代の子どもに対し、自己肯定感を育む

施策を行っていく必要があります。 

（２）目標事業量の達成状況 
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（３）平成23－24年度世田谷区子ども・青少年問題協議会による評価･検証及び課題整理 

  子ども・青少年問題協議会が検討を行う中で、実現に向けて着手すべきと提言された

次の項目について、取り組みを行いました。 
 
① 子ども自身が相談しやすい仕組みづくり 
  子どもの人権擁護期間「せたがやホッと子どもサポート」の設置（平成２５年７月） 
② 妊娠期及び周産期の子育て支援策 
  ０歳児のほっとステイ事業の実施（２４年４月より） 
  赤ちゃんショートステイ事業の実施（２４年１０月より） 
③ 震災時の子ども支援 

   区立保育園 連絡メール配信（２３年６月より） 
   保育園防災対策事業研修の実施 
   「保育園防災マニュアル」の策定（２４年３月） 
④ 青少年施策を担当する行政組織の位置づけ 

   若者支援担当課の設置（２５年４月） 
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第２章 計画の基本的考え方 

１．子ども計画で目指すべき姿 

『子どもがいきいきわくわく、育つまち』 
すべての子どもが、家庭や地域での体験や関わりの中で、本来持っている力を存分に

発揮し、喜びをもって健やかに育っていくまちを目指します。 
保護者と地域は、すべての子どもの子ども時代が豊かなものとなるよう、見守り支え

ていきます。 
 

  

２．計画策定にあたっての視点・テーマ 

 

 

３．１０年間で考慮すべき動き  

（１）子ども・子育て支援新制度の本格実施 

  ① 幼保一体化の推進 

  ② 指導・監督の権限強化 

  ③ 給付による施設運営 など 

（２）児童相談所の移管 

① 相談支援体制の見直し 

  ② 人材の確保育成 

  ③ 児童相談所設置市の事務 など 
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第３章 計画体系 

 

大項目 中項目 

在宅子育て支援 

（地域とつながる子育て） 

身近な居場所・気軽な相談窓口の充実 

子育て活動支援と地域ネットワークの構築 

親の子育て力の向上 

保育・幼児教育 

保育施設・多様な保育サービスの整備・拡充 

就学前の養護・教育の質の向上 

保育と教育の一体的な提供 

支援を要する 

子ども・家庭のサポート 

養育困難家庭・要保護児童支援 

配慮を要する子どもの支援 

ひとり親・生活困窮家庭等の子ども支援 

生きづらさを抱えた子どもの支援 

子どもの成長と活動の支援 
成長と活動の場と機会の充実 

子どもの社会への参加・参画の機会の充実 

質の高い学校教育の充実 
「世田谷９年教育」で実現する質の高い教育の推進 

信頼と誇りのもてる学校づくり 

子どもが育つ環境整備 

社会環境基盤整備 

子どもと親の健康づくり 

子どもの人権 

 

◆ 施策の全体像を再掲して示す項目 

サービスの質の向上 

子どもに関わる人材の育成 

情報が必要な人に届くしくみづくり 

妊娠期からの切れ目ない支援 
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１．在宅子育て支援 

 

【現状と課題】 

・ 子どもや家庭と地域社会のかかわりの希薄化 

・ 地域の子育て力、教育力向上の必要性 

・ 子ども・子育てに対するニーズの多様化 

・ 親と子が向き合う時間の減少 

・ 子育て家庭の孤立化 

 

【施策の方向性】 

・ 子どもとともに親も成長し、子どもを育てる力を高める 

・ 保護者、学校、地域、行政が協働して、地域で子どもを育てる力を高める 

・ 子育て家庭の孤立化の予防・交流の促進 

・ 身近で気軽な相談の場の充実 

 

 

 

 

２．保育・幼児教育の充実 

 

【現状と課題】 

・ 保育ニーズの増加と多様化 

・ 区民が安心して保育サービス・幼児教育を利用できるような質の向上 

・ 人材の不足 

・ 幼保一体化への対応 

・ 区立園が果たしていく役割 

 

【施策の方向性】 

・ 保育の質を向上しながらの量的整備 

・ 多様で質の高い保育・幼児教育環境の整備 

（新制度に基づき区が定める基準等に基づく質の担保） 

・ 人材の確保と育成 
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３．支援を要する子ども・家庭のサポート 

 

【現状と課題】 

・ 支援を要する家庭の課題の困難化・複雑化 

・ 早期発見・継続支援の必要性 

・ 生きづらさを抱える子どもの増加 

・ ひとり親、ステップファミリーの増加 

・ 生活困窮家庭の子どもの支援 

・ 教育と福祉の連携 

・ 障害児の養護、保育、家庭教育、放課後の居場所 

 

【施策の方向性】 

・ 子どもの人権が尊重され、一人ひとりが持っている力を輝かすことができる支援の

仕組みの構築 

・ 早期発見・継続支援の仕組みの充実 

・ 地域における支援体制の構築 

・ 教育と福祉の連携強化 

 

 

 

 

４．子どもの成長と活動の支援 

 

【現状と課題】 

・ 自主的な活動の場や機会の必要性 

・ 参加の機会や情報を得られない若者 

・ 地域の様々な大人と関わる機会の少なさ 

・ 遊び方の変化と、自由に外遊びできるスペースの減少 

 

【施策の方向性】 

・ 次代の担い手を育む環境の整備 

・ 子どもが、自らもつ力を発揮し活躍できる場と機会の充実 

・ 地域で多世代と交流する機会の提供 

・ 外遊びの推進と環境整備 
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５．質の高い学校教育の充実 

 

【現状と課題】 

・ 時代の変化に応じた資質・能力を育む教育 

・ 教員の資質・能力の向上、教員が子ども達に向き合う時間の減少 

・ 虐待・いじめの増加 

 

【施策の方向性】 

・ 世田谷９年教育の定着と質の向上 

・ 地域の多様な社会資源との連携・協働 

・ 教員の資質・能力の向上、生徒と向き合う時間を増やす取り組みの推進 

・ いじめ防止等の総合的推進 

 

 

 

 

６．子どもが育つ環境整備 

 

【現状と課題】 

・ 子ども・子育てに対する周囲の理解不足 

・ 子ども・子育てへの不寛容さの存在 

・ 子どもの安全が脅かされる事故や事件の増加 

・ 仕事と子育ての両立の困難さ 

・ 文化・芸術・スポーツと身近に親しむ機会の必要性 

 

【施策の方向性】 

・ 子ども・子育てを支える地域コミュニティの再生 

・ 子どもの安全・安心が守られる環境づくり 

・ ワークライフバランスの推進 

・ 文化・芸術・スポーツと身近に親しむ機会の充実 
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◇全ての項目に共通する課題 

 

７．サービスの質の向上 

 

【現状と課題】 

・ サービス主体の多元化による、質の不均一化 

・ 行政が実態を把握できていない施設やサービスの増加 

【施策の方向性】 

・ ルールメーカとしての区の役割の強化・充実 

・ 利用者がサービスの質を評価する力の育成と、質の判断に資するための情報の提供 

 

 

８．子どもに関わる人材の育成 

 

【現状と課題】 

・ 専門性や経験年数にあった人材育成体系の充実の必要性 

【施策の方向性】 

・ 人材育成の体系整理と再構築 

 

 

９．情報が必要な人に届く仕組みづくり 

 

【現状と課題】 

・ 情報弱者の存在 

【施策の方向性】 

・ 情報が必要としている人に届く仕組みづくり 

 

 

10．妊娠期からの切れ目ない支援 

 

【現状と課題】 

・ 早期からの対象者に寄り添った支援の必要性 

・ 子どもや保護者の抱える問題の複雑化・多様化 

【施策の方向性】 

・ プレママ期から必要な施策につながる仕組みづくり 

・ 複合的課題を抱えた子育て家庭への、総合的ソーシャルワーク機能の強化 

（包括的・継続的ケアマネジメント） 
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第４章 子ども・子育て支援事業計画 

１．教育・保育事業の需要量見込み及び確保方策と実施時期（地域別・年度別） 
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２．子ども・子育て支援事業の需要量見込み及び確保方策と実施時期 
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第５章 今後の若者施策の取り組み 

１．若者の交流と活動の推進 

社会教育施設や学校跡地を活用して、新たな青少年の活動支援施設を整備するとと

もに、児童館の中高生世代の活動支援機能の拡充を図る。 

また、地域の担い手づくりの取り組みとの連携や、区民等による居場所づくり等、

幅広い若者支援活動の促進に取り組む。 
 （１）青少年交流センターの整備 
 （２）児童館の中高生世代の活動支援 
    
２．生きづらさを抱えた若者の支援 

 様々理由から社会との接点が持てず、社会的自立に向けた一歩を踏み出すことがで

きない等、生きづらさを抱えた若者を支援するための拠点を整備し、就労、福祉、医

療等の関係機関と連携した支援の仕組みを構築する。 
 （１）（仮称）若者総合支援センターの整備 
 


